
 

科目名 教材・授業研究特論（１） 

科目属性 専門科目 Ａ群 

担当教員 坂田 映子 

単位数 ２単位（SC 0.25 単位） 

【授業の目的・ねらい】 

【授業の概要】 

本特論（１）では、「何のために授業研究をするのか」を問いに、学習理論、授業デザイン、

レッスンスタディの最近の動向について理解し、各教科等単元及び多様な授業に対応する学習

(修)プログラムを構想し、教材開発等を試行する。その際、設計・試行した単元及び学習(修)

プログラムをカリキュラム・マネジメントによる PDCA サイクルを回し、授業改善を図ることを

通して実践的・専門的力量を高めることを目的とする。 

【授業の到達目標】 

1 学習理論、教授法等の理論的背景及び最近の動向から、理論と実践の両輪による授業の在り方 

について理解できる。 

2 授業デザインと方法について理解できる。 

3 単元及び学習プログラム等の構想ができる。 

4 単元等計画及び教材開発(P)・実践(D)・評価(C)・改善(A)を通して、実践的・専門的な力を高 

めることができる。 

【授業計画】 

第 1 回 学習理論・教授理論と授業 

第 2 回 学習環境と授業 

第 3 回 メタ認知・概念学習と授業 

第 4 回 教材開発と教材研究 

第 5 回 授業を作り上げる指導過程 

第 6 回 レッスンスタディの在り方  

第 7 回 授業デザインと方法 

第 8 回 カリキュラム・マネジメントと授業改善 

第 9 回 授業評価と分析の仕方 

第 10 回 試行的単元または試行的学習プログラムの構想①（P） 

第 11 回 試行的単元または試行的学習プログラムの指導法開発②(P) 

第 12 回 試行的単元または試行的学習プログラムの実践(D)  

第 13 回 試行的単元または試行的学習プログラムの評価(C) 

第 14 回 試行的単元または試行的学習プログラムの授業改善(A） 

第 15 回 まとめ 

【評価方法】 

「スクーリング評価」(25％）「レポート評価」（25％）「科目修得試験」(50％）による総合評価 
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＊自身の研究テーマに沿い、教育実践研究論文を各教育機関所蔵に求め参考にすること。 



 

 


